
偉人紹介のパネル展や現存する資料の整理・展示
偉人顕彰団体の活動支援
偉人生没年の節目に記念事業の開催

偉人顕彰事業

見学者（小学校等）への展示解説
騎西藤

図書館課

まつり・あじさい祭・文化祭・市民の日に合わせて特別公開

文化財説明板の修繕

不用資料の領布会

図書資料整備充実事業

子ども読書活動推進
計画策定事業

人権教育推進事業

オリンピック・パラリンピック
関連事業

令和３年度の主な内容

令和３年度の主な内容

基本目標７：スポーツ・レクリエーションの力で元気な市民と活力ある加須市をつくります

加須ふじの里駅伝大会支援事業
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Ⅱ
教 育 総 務 課

各課等の概要

1

　教育委員会は、創造的で人間性豊かな人材を育成するため、学校教育をはじめ生涯学習の

第２次

推進やスポーツの振興など幅広い分野にわたる教育行政を推進する上で、その果たす役割が

極めて大きくなっています。

　今後、人口減少や少子化・長寿化の進行、ICTの進展など、社会を取り巻く環境が大きく

変化していく中で、市民の理解と信頼を深めていくため、教育委員会の活性化を図ることが

求められています。

　学校施設は、校舎や屋内運動場が全体で９４棟以上あります。施設の安全性・機能性を維

持・確保するため、大規模改造工事や修繕等を計画的に実施していますが、昭和５０年代に

建設されたものが多く、建設後３０年以上の校舎、屋内運動場の内、改修済みが３２棟、未

改修が２６棟であり改修率は５５％です。老朽化した校舎等の大規模改造工事等を実施し、

長寿命化を図ることが課題となっています。

　こうした学校施設の整備については、今後とも財政負担を考慮しながら計画的に実施する

必要があります。
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②　学校施設の修

③　小中学校のトイレ洋式化の推進

繕

　印刷機や牛乳保冷庫等の備品について、それぞれの購入時期や各学校での利用状況等を把

握し、計画的な更新を行います。

　学校図書館における学校図書については、各小中学校の整備状況等を把握し、計画的な購

入と廃棄を行い、すべての小中学校で整備率１００％を目指します。

　理科備品について、各小中学校の整備状況や利用状況等を把握し、必要な備品の整備と未

利用備品の適正な廃棄を行います。整備率の低い学校に重点を置きながら、市全体の理科備

品の質の向上を図ります。

第２次

①　小中学校の大規模改修工事による建物の長寿命化

絶え間なく変化する社会や地域の問題に柔軟に、そして的確に対応していけるよう、教育

委員の学校をはじめとする教育関連施設への訪問による現場の状況把握や各種研修会によ

など、市民に開かれた教育委員会の会議を運営していきます。

る

教育諸問題の研究などを通して委員会の活性化を図るとともに、会議の公開や会議録の公開

大規模改造工等事

大規模改造工事等 長寿命化を図ります。

　令和３年３月に策定した「第３次加須市生涯学習推進計画」では、市民一人ひとりの生涯

にわたる学習を支え、その学習成果を活かせる人づくりを図るため、「学びから未来へ

つなぐ人づくり」を基本理念として、生涯学習分野における施策を展開しています。

　青少年健全育成では、青少年関係団体と連携し、加須市郷土かるた大会や加須市少年の主

張大会など、青少年に対する市民の関心を高めるための取組を行っています。また、地域の

教育力向上を図るため、青少年関係団体の活動への側面支援を行っています。
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　生涯学習の多様化、活性化、市民サービスの向上を図るため、生涯学習市民企画委員を委

嘱し、市民との協働により推進しています。委員は、各種セミナーやイベントの企画運営、

情報誌の編集・発行など行い、先駆的なもの、話題性のあるものなどさまざまな内容のセミ

ナーを取り入れ、公民館、関係部署などと連携し、市民学習カレッジセミナーを企画してい

ます。例年ニーズに合わせ多種多様なセミナーを実施しており、年度当初に受講生の募集の

ため、生涯学習情報誌「ライフステージ」を発行しています。

広報 コラム
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　文化・学習センター、公民館などの生涯学習施設を有効活用し、生涯学習に取り組みやす

不足、LG B Tなど性的少数者に対する差別や偏見、そ

して、新型コロナウイルス感染拡大に伴う感染者や医療従事者などへのコロナ差別といった

い環境づくりを推進します。また、市民一人一人がそれぞれの年代やライフスタイルに応じ

て、学習した成果を地域社会に活かせる仕組を整え、指導者の育成を図り、市民の生涯学習

活動を促進します。
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芸術文化の振興
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　文化・学習センターは、４地域にそれぞれ設置しており、市民の芸術文化活動や生涯学習

活動の拠点施設として、芸術文化の振興に寄与しています。特に、加須文化・学習センター

では、プロのアーティストの公演やクラシックコンサートの開催など、一流の芸術文化を広

く市民に提供する自主公演事業を実施しております。

文化・学習センター3

　また、隣接する「利根川こども館」、「加須サイクリングセンター」との連携を図りなが

ら、新しい人の流れをつくります。
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　市のスポーツ等の振興の核となるスポーツ協会には２３団体、レクリエーション協会には１１団体、

スポーツ少年団には３０単位団あり、それぞれの団体において、様々なスポーツやレクリエーション

活動が行われています。また、これらの協会等に加盟していない団体も数多く、独自にスポーツ活動

などを行っています。

　令和元年１０月に実施した本市のスポーツ活動に関する調査において、１８歳以上の市民の週１回

以上のスポーツ実施率は、３４.１%にとどまっており、特に１８歳から４０歳代までのスポーツ実施

率が低い状況です。

　市内のスポーツ施設は、体育館が５箇所、陸上競技場が１箇所、「加須きずなスタジアム」をはじめ

とする野球場が７箇所、多目的に利用できる広場が１０箇所、テニスコートが２５面、グラウンド・

ゴルフ場が２箇所、令和元年度にオープンした加須スケートパークなど数多くの運動施設があります。

　小・中学校の体育館や校庭についても、学校で使用しない時間帯は、一般の人も利用できるよう施

設の開放をしています。この他、公園などの広場では、グラウンド・ゴルフも盛んに行われています。

　埼玉県サッカー協会が運営する「彩の国ＫＡＺＯヴィレッジ」や県立の加須はなさき公園多目的広

場など数多くのスポーツ施設が市内にあり、各種スポーツ団体や個人がスポーツを楽しむことのでき
る環境が整っています。

　スポーツ協会などでは、世代間交流やコミュニティづくりとして、体育祭、フロアカーリング、ウ

ォーキングなどの各種スポーツ大会を行っています。また、レクリエーション活動では、これらの運

動施設のほか、文化・学習センターやコミュニティセンターなどを活用し、様々な活動が行われてい

ます。

　また、加須市は聖火リレーの通過自治体であるとともにコロンビア共和国のホストタウンとなって

おり、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向け新型コロナウイルス対策を徹底し、

安心安全な聖火リレーの実施、事前トレーニングキャンプの受入や同国とのスポーツ、文化などの交

流を進めています。
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　スポーツ環境の充実や東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催による、スポー

ツへの関心が高まっている現状から、令和２年３月に「加須スポーツ元気都市」宣言を行い、市民の

スポーツをさらに振興するとともにスポーツによる元気なまちづくりを進めることとしたものです。

　加須市の中央を流れる利根川では、ウォーキング、グライダー、サイクリングなどが、ラムサール

条約湿地に登録された渡良瀬遊水地では、熱気球、トライアスロン、スカイダイビング、カヌー、小

型ヨットなど様々なスポーツが盛んに行われています。

　利根川河川敷の工事用道路では、全日本学生選手権チームロードレース大会などが、渡良瀬遊水地

の谷中湖周辺では、彩の国トライアスロン大会などが開催され、全国から選手が参加しています。

　この他、加須市民体育館のクライミングウォール（4面）などを活用し、全国高等学校選抜クライミ

ング選手権大会やリードＫＡＺＯクライミングカップなどが開催され「クライミングのまち」として

知られています。

　平成２２年度から全国女子硬式野球ユース大会が、平成２７年度からは全国高等学校女子硬式野球

選抜大会が毎年開催され「女子野球の聖地」として定着してきています。令和２年７月には、埼玉西

武ライオンズ・レディースが加須市を本拠地として活動を開始し、令和２年１１月には、全日本女子

野球連盟の「女子野球タウン」に加須市が第１号認定されました。引き続き、女子野球の普及・振興

と地域の発展に向け、市野球連盟のほか全日本女子野球連盟とも連携し、積極的に進めてまいります。

　１８歳以上の市民の週１回以上のスポーツ実施率は３４.１%にとどまっており、特に１８歳から
４０歳代までのスポーツ実施率が低い状況です。それぞれの適性や関心、ライフステージに応じて
スポーツに取り組むことのできる環境を整えていく必要があります。

市民のスポーツ活動
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　総合型地域スポーツクラブは、地域スポーツの担い手としての役割が期待されています。

しかし、総合型地域スポーツクラブのことを知らないという市民が７５.９%、中学生・高校

生が７３.９%と多く、認知度の向上を図るとともに、育成支援や新たなクラブ設立の支援を

していく必要があります。

（５）

　６５歳以上の市民の週１回以上のスポーツ実施率は５０.０%で他の年齢より相対的に高い
ものの、健康寿命延伸に向けてスポーツに取り組むことが求められています。高齢者がいつ
までも元気に、個々の健康状態や体力に応じてスポーツ活動に取り組むことができる環境づ
くりを推進する必要があります。

　障がい者が気軽にスポーツに取り組むには、施設までのアクセスのしやすさや、介助者の

確保等、障がい者がスポーツをしやすい環境づくりが求められます。障害の種類や程度、個々

のニーズに応じたスポーツの機会を充実していく必要があります。

　小学生から中学生、高校生と成長するにつれて、スポーツをするのが「好き」又は「まあ
まあ好き」という割合（小学生８２.５%、中学生７１.５%、高校生６５.７%）が下がっていま
す。また、中学生、高校生の体育の授業を除く週１回以上のスポーツ実施率（中学生７４.９%、
高校生５８.５%）は、中学生から高校生になると減少しています。子どもにとってスポーツ
は、生涯にわたってたくましく生きるための健康や体力の基礎を培うとともに、公正さと規
律を尊ぶ態度や克己心を培うなど人間形成に重要な役割を果たすものであるため、スポーツ
の得意・不得意などに関わらず、全ての子どもがスポーツの楽しさや喜びを味わうことがで
きる機会を増やしていく必要があります。

障がい者のスポーツ活動

総合型地域スポーツクラブ

　指導者の高齢化や、指導者の育成が進んでいないことなどが懸念されるため、市内の優れ

た人材を発掘・育成をしていく必要があります。

（６）スポーツ指導者

　学校体育施設の開放事業は、地域におけるスポーツ活動の拠点としての役割とともに、

地域住民の交流の場としての役割も果たしています。引き続き市民が気軽に利用できる施設

として有効活用を図る必要があります。

（９）学校体育施設

　スポーツに関するボランティア活動をしたことがある市民は２２.４%と多くの市民がスポ

ーツボランティアとして様々なスポーツイベント等で活躍しています。スポーツを通した元気な

まちづくりを推進していく上で、スポーツボランティアの存在は重要であり、ボランティアの確

保・育成をさらに推進していく必要があります。

（７）スポーツボランティア

　市内の公共スポーツ施設には、老朽化が進んでいる施設が多く、良好な状態を保つために

適切な維持管理を引き続き行う必要があります。また、施設のバリアフリー化やユニバーサ

ルデザインを進めるなど、障がい者や高齢者等の施設の利用や観戦のしやすさの向上を図っ

ていく必要があります。

（８）スポーツ施設

　競技としてのスポーツから気分転換やストレス解消など様々なことを目的としたレクリエ

ーションまでをスポーツ・レクリエーションとして幅広く捉え、心身の健全な発達、健康及

び体力の保持増進、精神的な充実感、自律心その他の精神を育むため、全ての市民がスポー

ツ・レクリエーションを行うことで「楽しさ」や「喜び」などを感じることのできるよう、

スポーツ・レクリエーションの機会や場の充実を図ります。

（１）スポーツを楽しむ元気な市民　〜スポーツ参画人口の拡大〜

　スポーツ・レクリエーションの関心を高め、全ての市民がスポーツ・レクリエーションに

参加できるよう、女子野球・スポーツクライミング・自転車などの推進や活用、大学・高校・

関係競技団体などと連携を図り、全国・世界規模のスポーツ大会やイベントの誘致・開催を

目指します。

（２）スポーツで元気な加須市　〜スポーツを核とした交流人口の拡大〜

児童・生徒のスポーツ活動

高齢者のスポーツ活動
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　スポーツ環境の充実や東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催による、スポー
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市民のスポーツ活動
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　総合型地域スポーツクラブは、地域スポーツの担い手としての役割が期待されています。

しかし、総合型地域スポーツクラブのことを知らないという市民が７５.９%、中学生・高校

生が７３.９%と多く、認知度の向上を図るとともに、育成支援や新たなクラブ設立の支援を

していく必要があります。

（５）

　６５歳以上の市民の週１回以上のスポーツ実施率は５０.０%で他の年齢より相対的に高い
ものの、健康寿命延伸に向けてスポーツに取り組むことが求められています。高齢者がいつ
までも元気に、個々の健康状態や体力に応じてスポーツ活動に取り組むことができる環境づ
くりを推進する必要があります。

　障がい者が気軽にスポーツに取り組むには、施設までのアクセスのしやすさや、介助者の
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まあ好き」という割合（小学生８２.５%、中学生７１.５%、高校生６５.７%）が下がっていま
す。また、中学生、高校生の体育の授業を除く週１回以上のスポーツ実施率（中学生７４.９%、
高校生５８.５%）は、中学生から高校生になると減少しています。子どもにとってスポーツ
は、生涯にわたってたくましく生きるための健康や体力の基礎を培うとともに、公正さと規
律を尊ぶ態度や克己心を培うなど人間形成に重要な役割を果たすものであるため、スポーツ
の得意・不得意などに関わらず、全ての子どもがスポーツの楽しさや喜びを味わうことがで
きる機会を増やしていく必要があります。

障がい者のスポーツ活動

総合型地域スポーツクラブ

　指導者の高齢化や、指導者の育成が進んでいないことなどが懸念されるため、市内の優れ

た人材を発掘・育成をしていく必要があります。

（６）スポーツ指導者

　学校体育施設の開放事業は、地域におけるスポーツ活動の拠点としての役割とともに、

地域住民の交流の場としての役割も果たしています。引き続き市民が気軽に利用できる施設

として有効活用を図る必要があります。
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　スポーツに関するボランティア活動をしたことがある市民は２２.４%と多くの市民がスポ

ーツボランティアとして様々なスポーツイベント等で活躍しています。スポーツを通した元気な

まちづくりを推進していく上で、スポーツボランティアの存在は重要であり、ボランティアの確

保・育成をさらに推進していく必要があります。

（７）スポーツボランティア

　市内の公共スポーツ施設には、老朽化が進んでいる施設が多く、良好な状態を保つために

適切な維持管理を引き続き行う必要があります。また、施設のバリアフリー化やユニバーサ

ルデザインを進めるなど、障がい者や高齢者等の施設の利用や観戦のしやすさの向上を図っ

ていく必要があります。
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　競技としてのスポーツから気分転換やストレス解消など様々なことを目的としたレクリエ

ーションまでをスポーツ・レクリエーションとして幅広く捉え、心身の健全な発達、健康及

び体力の保持増進、精神的な充実感、自律心その他の精神を育むため、全ての市民がスポー

ツ・レクリエーションを行うことで「楽しさ」や「喜び」などを感じることのできるよう、

スポーツ・レクリエーションの機会や場の充実を図ります。

（１）スポーツを楽しむ元気な市民　〜スポーツ参画人口の拡大〜

　スポーツ・レクリエーションの関心を高め、全ての市民がスポーツ・レクリエーションに

参加できるよう、女子野球・スポーツクライミング・自転車などの推進や活用、大学・高校・

関係競技団体などと連携を図り、全国・世界規模のスポーツ大会やイベントの誘致・開催を

目指します。

（２）スポーツで元気な加須市　〜スポーツを核とした交流人口の拡大〜

児童・生徒のスポーツ活動

高齢者のスポーツ活動
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　平成２４年３月に策定した「加須市立図書館運営指針」に基づき時代の変化に伴う高度化・

多様化した市民の学習ニーズや社会的要請に対応し、　「誰もがいつでも楽しく学ぶ」ことが

できる図書館を目指し、 効果的で効率的な図書館運営を行っています。

　本市には、 現在４つの図書館があり、 令和２年度末の蔵書（図書のみ）は約５８万４千冊で、

人口１人当たりの蔵書冊数（図書のみ）は５．２９冊となっており、県内の平均を上回ってい

ます。 雑誌は約２万３千冊、視聴覚資料は約１万３千点を所蔵しております。

　１年間で約９万冊の図書が出版されている状況の中、図書館資料の購入にあたっては、出

版される図書の中から「加須市立図書館資料収集要網」及び「加須市立図書館資料収集基準」

に基づいて、利用者ニーズや図書館サービスを十分に展開するため、幅広い図書館資料の選

定、収集に配慮しています。

　また、図書館情報システムでは、館内の検索端末だけでなく、インターネットを介して、４

館全ての蔵書を検索することや資料の予約、貸出期限内における貸出期間の延長の他、気に

入った資料や貸出資料の記録等もできます。

　さらに、市内４館を回送車で結び、図書館の資料を搬送することによって、利用者が普段

利用している身近な図書館で市内の資料を迅速に提供することが可能となっています。

図書館の現状と特色

図書館課５
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　加須図書館は、加須市立図書館全体の管理運営と組織的サービスを統括する中心館とし

て位置付け、総合的な運営機能、調整機能を有するとともに、加須図書館として特色のあ

るサービスを提供する地域の身近な図書館としての役割と機能を持たせます。
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　現在、多くの幼稚園や学校において、少子化による幼児、児童生徒数の減少が進む一方で、

宅地開発により、幼児、児童生徒数が増加している学校（園）があり、こうした変化に対応

した教育行政が求められています。

　また、子供たちの学力の向上、規範意識や道徳心の育成、体力向上等が、全国的な課題と

なっています。加須市の子供たちにおいても、全国学力・学習状況調査や、埼玉県学力・

学習状況調査の結果を見ると、思考力・判断力・表現力、学習意欲、家庭における学習習慣

等に課題があります。このため、各学校においては、基礎的・基本的な学習内容の定着を図

ること、問題解決的な学習を取り入れたり、言語活動の充実を図ったりすること等、学習指

導の工夫改善に取り組んでいます。

　さらに、少子化・核家族化が進む中で、子供たちが他の人と適切に関わる態度や能力の

低下が懸念されることから、教育活動全体を通じた道徳教育や、家庭や地域、関係機関等と

連携・協働した体験活動等を通して、多くの人たちと豊かに関わることの大切さを実感で

きる教育活動を展開し、倫理観や規範意識、社会性の育成に取り組んでいます。

　学校の活性化と課程や地域の教育力の向上を図るため、学校・家庭・地域社会が一体とな

って子供の育成に取り組む体制づくりを目指す「学校いきいきステーション事業」の取組を

すべての市立幼稚園及び小・中学校で推進しています。

　また、ノーマライゼーションの理念に基づき、特別支援教育の充実を図っています。

　一人一人の幼児、児童生徒に学習の基盤や確かな学力、豊かな心を着実に身に着けさせる

ため、指導方法の工夫改善による教育内容の充実とともに、少人数指導を推進し、きめ細か

な支援体制を構築しています。

　さらに、１３の市立幼稚園を有する特徴を生かして、保・幼・小中一貫教育を推進してい

ます。特に、幼稚園、小学校、中学校の連携強化には、大きな成果を上げています。

学校教育課６
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　不登校の問題については、これまでも、様々な方策を講じていますが、全ての解消には

至っていません。このため、これまでの不登校対策の一層の充実を図るとともに、不登校の

児童生徒とその保護者を個別に支援する体制を構築することが必要です。

　学習状況調査における「家庭学習の時間が十分でない」という分析結果から、学習指導方

法の一層の工夫改善を図るとともに、家庭における学習習慣の確立、学習意欲を高めるため

の評価方法を工夫することが必要です。

必要な思考力・判断力・表現力等と主体的に学習に取り組む態度の育成が求められています。

④　ＩＣＴを活用した教育の充実

力能用活報情、や善改業授たし用活をＴＣＩ、け向に現実の」び学い深で的話対、的体主「 　

の育成を図ることが求められています。国が示す GIGAスクール構想実現に向け、校内通信ネ

ットワーク及び一人一台端末の活用を推進します。

⑤

④ 「小学校外国語活動・外国語」「中学校英語教育」の充実

　また、新規採用教員（初任者）を対象とした指導主事訪問を年 2回実施し、授業や学級経営

等の指導力の向上を図ります。
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②　市独自の学習教材「ひとり学びノート」・「こいのぼり問題集」・「チャレンジシート」や、

埼玉県教育委員会作成の「コバトン問題集」や、「復習シート」の活用

立確の慣習習学の人一人一徒生童児、りよにとこるす進促を用活の」トーノび学りとひ「 　

と、基礎的・基本的内容の定着を図ります。また、「こいのぼり問題集」や「コバトン問題集」や

「復習シート」・「チャレンジシート」の活用を促進することにより、基礎的・基本的な内容

ま

た、夏休みにイングリッシュサマーキャンプを実施し、英語に興味・関心の高い生徒の英語

によるコミュニケーション能力のさらなる向上を目指します。これらを通して、国際社会に

対応できる人材を育成します。

のみならず、思考力・判断力・表現力等を伸ばすことにも重点を置いた指導が必要です。

ティームティーチング

地域・行政機関が一体となったあいさつ運動を展開することにより、心豊かな子供の育成

中学年
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　市立教育センター及び小・中学校に相談員やスクールカウンセラー、福祉の専門家であ

るスクールソーシャルワーカー等を配置し、児童生徒・保護者を協力に支援する教育相談

体制を構築します。

　国の新たな子供子育て支援制度に基づき、保育所と幼稚園を一体的に扱う体制を整えていま

す。そこで、保育所（園）の保育士等や幼稚園、小・中学校の教職員が校種を超えて直接指導

をしたり、幼児、児童生徒が相互に交流したりするなど、異校種間の滑らかな接続を図るとと

もに、保育所（園）、幼稚園と小学校、中学校との学びの連続性を意識した一貫性のある教

育を目指します。また、中学校区リンクミーティングを開催し、中学校区の学校、家庭、地

域の連携を図るための協議を行います。

子供の安全確保等の一層の充実を図ります。

　将来を担う子供たちが、心身ともに健やかに成長することができるよう、学校・家庭・
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地域が一体となって子供たちの体力向上に取り組みます。引き続き、加須市なわとびチャレ

ンジ月間を設定し、子供たちの体力向上のための取組の習慣化を図ります。また、児童生徒

の食への関心を高めるため、栄養教諭等を活用して、学校における食育の一層の推進を図り

ます。

　災害発生時における子供たちの「自助・共助」の考えに基づく実践力を育成するため、

　子供の自転車事故を防止するため、子ども自転車運転免許の講習会を引き続き全ての小

　子供たちの安心・安全の確保のため、学校・家庭・地域が一体となった通学路環境の改

実施します。また、加須市で作成した「加須市防災ノート」を活用し、「命を守る」教育

を推進します。
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6,100食 2,800食

ドライ運用を行っています。

ため

学校給食センターの維持管理（４）
　安全でおいしい給食を提供するには、施設及び調理機器に多くの修繕や改修が必要にな

っています。

　学校給食センターの現状と課題を踏まえて、 効率的な学校給食センターの運営を行い、 より

安全でおいしい給食の提供ができるように努めながら、 将来は、 ３センター体制を再編し２セン

ター体制とします。

学校給食センターの再編（４）
　騎西学校給食センター及び北川辺学校給食センターについては、施設開設後、長期の年

数を経過したため、施設及び調理機器の傷みが著しく、必要な施設の修繕や改修を行い、

安全でおいしい給食の提供に務めつつ、将来は市内の学校給食センター３センター体制を

再編し、２センター体制とします。
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④  平成３０年度の取組

・「加須市人づくりプラン」の進行管理

・新学習指導要領全面実施に伴う教育活動（鼓笛・部活動）の方向性についての協議　他

⑤  令和元年度の取組

・「加須市人づくりプラン」の進行管理

・公立学校適正規模・適正配置についての意見交換　他

⑥  令和２年度の取組

・「第２次加須市人づくりプラン」の策定

・公立学校適正規模・適正配置についての意見交換　他

・「加須市人づくりプラン」の進行管理

・学校事故発生時の対応についての協議と学校及び市としての対応方針の策定

（表紙裏面参照　平成27年12月21日）
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　日本一子どもを産み育てやすいまちづくりを目指して、子育て支援等に関する部署を集約し、

子ども・子育て支援新制度の円滑な遂行をはじめ、子育て支援を総合的に推進するため、「こど

も局」を設置しています。

子ども・子育て支援計画の策定及び進行管理、子育て支援に関する手当や医療

及び放課後児童健全育成

費の支給、放課後子ども教室、すくすく子育て相談室の運営などの業務を所管
する。

子育て支援課

こども保育課

こども局

市長部局での補助執行９
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